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。
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私
は
昭
和
三
十
年
卒
。
新
制
度
出
発
直

後
の
世
代
で
、
校
舎
・
運
動
場
も
半
分
、

体
育
館
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
。
全
校

集
会
は
青
空
天
井
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
た

ち
は
、
特
に
不
備
と
も
思
わ
ず
、
当
た
り

前
の
こ
と
と
構
え
て
い
た
。
ど
こ
も
同
じ

だ
か
ら
だ
。

　

思
う
に
、
当
時
の
先
生
方
は
お
し
な
べ

て
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
自
分
達
が
担
う

の
だ
と
い
う
「
熱
」
を
保
持
し
、
全
力
投

球
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
日
常
の
活
動
の

中
に
発
露
し
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
と
な

く
そ
の
姿
勢
を
感
受
し
て
い
た
。
教
育
シ

ス
テ
ム
は
不
全
の
限
り
、
隙
間
だ
ら
け
で

あ
っ
た
。
今
か
ら
す
れ
ば
考
え
ら
れ
ぬ
環

境
、
生
徒
も
荒
れ
て
い
た
。
だ
が
決
定
的

な
「
崩
れ
」
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
隙
間

を
自
在
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。

先
生
方
も
隙
間
を
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

た
。

　
「
龍
馬
伝
」
に
映
る
維
新
期
、
そ
の
後

の
時
代
に
も
多
く
の
隙
間
が
あ
り
、
若
者

が
思
い
切
っ
て
大
事
業
に
抜
擢
さ
れ
る
機

会
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。

　

今
日
の
如
く
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て

し
ま
う
と
社
会
の
中
に
隙
間
が
な
く
な

る
。
わ
た
し
た
ち
は
世
界
に
繋
が
る
情
報

媒
体
を
手
に
し
た
。
そ
れ
で
世
界
が
拡
大

し
た
か
。
ケ
イ
タ
イ
を
駆
使
で
き
る
い

ま
、
逆
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
内
向

し
て
、
世
界
は
小
さ
く
閉
じ
て
い
く
有

様
。

　

こ
の
社
会
に
隙
間
を
空
け
る
作
業
の
一

環
、
そ
れ
が
「
同
窓
会
」
だ
。
何
か
に
つ

け
同
期
会
を
開
く
、
何
か
が
生
ま
れ
る
。

地
域
活
性
へ
の
一
歩
だ
。

「
隙
間
」
と
し
て
の
同
窓
会

会
長
　

加
藤 

正
暢
（
昭
和
30
年
卒
）

校内の満開の桜（平成 22 年春）

正門
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同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
、

母
校
の
教
育
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
多

大
な
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
で
は
、
本
年
三
月
に
全
日

制
百
五
十
五
名
、
定
時
制
六
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
四
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ

百
六
十
名
、
十
四
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

現
在
、
全
校
で
五
百
七
名
の
生
徒
が
学
ん

で
い
ま
す
。
校
訓
「
至
誠
一
貫
、
質
実
剛

健
、
堅
忍
不
抜
」
と
文
武
両
道
の
校
風
の

下
、
知
・
徳
・
体
・
情
の
調
和
の
と
れ
た
、

社
会
の
発
展
に
寄
与
し
う
る
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
、
本
年
度
は
、
五
十
七
名
の
教

職
員
が
教
育
に
当
た
っ
て
お
り
、
生
徒
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
勉

学
に
、
学
校
行
事
に
、
部
活
動
に
し
っ
か

り
と
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
全

日
制
で
は
、
硬
式
野
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

陸
上
競
技
、
弓
道
、
ヨ
ッ
ト
の
各
部
及
び

新
体
操
同
好
会
が
中
国
大
会
に
出
場
し
、

さ
ら
に
、
陸
上
競
技
部
、
ヨ
ッ
ト
部
、
新

体
操
同
好
会
に
つ
い
て
は
、
全
国
大
会
等

に
も
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
時
制
に
お
い
て
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
各
部
が
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
る
な
ど
、

生
徒
の
努
力･

教
職
員
の
指
導
が
実
を
結

び
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

ま
た
、
学
習
指
導
に
つ
い
て
は
「
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
に
向
け
た
学
力

の
定
着
」
等
を
重
点
目
標
と
し
て
教
育
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
生
徒

の
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
て
き
め
細
か

な
指
導
に
努
め
、
次
代
を
担
い
う
る
人
材

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
と
も
、
御
支
援
・
御
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

  

お
わ
り
に
、
同
窓
会
の
益
々
の
御
発
展

と
同
窓
生
の
皆
様
方
の
一
層
の
御
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

御　

挨　

拶

新入生（右側）と上級生の対面式（平成 22 年 4月、体育館）

校　

長
　

倉
田　

伸
治
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光
市
長
　

市
川　

熙
（
昭
和
41
年
卒
）　

　

高
校
時
代
の
思
い
出
は
グ
ラ
ン
ド
、
野

球
場
、
体
育
館
、
そ
し
て
十
九
橋
、
も
ち

ろ
ん
教
室
も
少
し
。

　

私
の
同
級
生
が
名
付
け
た
「
十と
く
ほ
は
し

九
橋
」

一
年
生
の
頃
は
、
ゆ
っ
く
り
と
誇
ら
し

く
、
三
年
生
に
な
る
と
、
遅
刻
を
恐
れ
、

あ
え
ぎ
な
が
ら
渡
り
、
教
室
へ
。

　

中
学
校
の
時
に
は
感
じ
な
か
っ
た
「
授

業
中
眠
い
」
と
い
う
感
覚
が
昼
食
後
に
訪

れ
る
。
多
分
、
忙
し
か
っ
た
母
が
、
前
の

日
の
残
り
の
お
か
ず
と
、
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う

に
詰
め
た
ご
飯
が
入
っ
た
「
ド
カ
弁
」、

そ
れ
に
加
え
て
昼
休
み
に
体
育
館
で
友
だ

ち
と
と
も
に
一
所
懸
命
や
っ
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
疲
れ
の
所
為
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

眠
い
授
業
を
何
と
か
ク
リ
ア
し
て
、
清

掃
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
時
間
を
や
り
過
ご

し
、
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ク
ラ

ブ
活
動
（
陸
上
競
技
部
）
の
た
め
グ
ラ
ン

ド
へ
。
私
が
一
年
生
の
頃
（
昭
和
三
十
八

年
）
の
陸
上
競
技
部
は
、
そ
の
年
に
開
催

さ
れ
る
山
口
国
体
の
強
化
選
手
を
大
量
に

抱
え
、
全
国
で
も
名
だ
た
る
強
豪
校
で

あ
っ
た
。
そ
ん
な
先
輩
諸
氏
に
鍛
え
ら

れ
、
薫
陶
を
受
け
、
大
変
楽
し
い
ク
ラ
ブ

活
動
で
あ
っ
た
が
、
二
年
生
の
始
め
に
膝

に
大
き
な
故
障
を
抱
え
て
し
ま
い
、
以
後

記
録
的
に
は
延
び
な
か
っ
た
。
し
か
し
三

年
生
の
秋
季
県
体
ま
で
現
役
と
し
て
出
場

し
、今
は
亡
き
山
本
修
三
先
生
に
「
市
川
、

よ
う
頑
張
っ
た
の
」
と
言
わ
れ
た
と
き
に

は
流
石
に
ジ
ン
と
き
た
も
の
だ
。

　

野
球
場
の
思
い
出
。
多
分
三
年
生
の
夏

頃
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
誰
も
い
な
い
野

球
場
の
観
覧
席
で
一
人
の
女
子
生
徒
と
向

き
合
っ
て
い
て
。
誰
に
ど
う
や
っ
て
頼
ん

で
来
て
貰
っ
た
の
か
思
い
出
せ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
鄭
重
に
「
お
断
り
の
言
葉
」
を

い
た
だ
い
た
が
、
私
に
と
っ
て
高
校
時
代

の
大
き
な
思
い
出
の
一
つ
だ
。
あ
の
女
子

生
徒
は
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
歳
の
所
為
か
。

　

最
後
は
「
同
級
生
、
い
つ
に
な
っ
て
も

同
級
生
」。
き
れ
い
に
晴
れ
た
日
も
、
雨

の
日
も
、
風
の
日
も
。
嫌
い
な
こ
と
も
、

良
い
こ
と
も
。
嬉
し
い
こ
と
や
、
悲
し
い

こ
と
、
そ
し
て
頭
に
来
る
こ
と
も
。
こ
ん

な
雑
多
な
空
気
を
一
緒
に
吸
っ
た
同
級

生
。
こ
ん
な
空
気
も
卒
業
し
て
四
十
年
を

過
ぎ
る
頃
か
ら
、
き
れ
い
な
上
澄
み
だ
け

が
楽
し
い
思
い
出
と
と
も
に
残
り
、
そ
れ

高
校
時
代
の
思
い
出

光高校 1年生
（陸上競技部の大会で、向かって右側）

現在の陸上部の練習風景

を
ま
た
一
緒
に
吸
い
始
め
て
い
る
。
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ご冥福をお祈りします

　光潮同窓会の第２代会長（昭和 35年度～昭和 42年度）を務められました福島

文也氏（昭和 24年卒）が平成 21年９月 21日に逝去されました。

　また、光潮同窓会の初代会長（昭和 28年度～昭和 34年度）を務められました

田村峰政氏（昭和 21年卒）が平成 22年３月 12日に逝去されました。

　戦後の多難な時期に、光潮同窓会の結成・設立に尽力され、同窓会の発展に極

めて多大な貢献をされましたお二人の先輩に対しまして、光潮同窓会の会員一同、

心からの御冥福をお祈りいたします。

道路入口から正面に体育館
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皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
東
支
部
の
近
況
報
告
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

４
月
19
日
（
月
）
に
は
本
年
度
総
会
に

向
け
て
の
運
営
方
針
を
決
定
す
べ
く
、
三

役
会
（
会
長
・
副
会
長
３
名
・
事
務
局
）

を
開
催
し
、
５
月
に
発
行
す
る
支
部
機
関

紙
「
う
し
お
」
34
号
の
編
集
会
議
も
来
戸

編
集
長
同
席
の
上
、
合
わ
せ
て
協
議
を
致

し
ま
し
た
。
又
、５
月
15
日
（
土
）
に
は
、

四
谷
「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」
会
議
室

に
お
い
て
、
本
年
度
第
１
回
常
任
幹
事
会

を
開
催
し
（
出
席
13
名
）、
三
役
会
で
の

決
定
事
項
に
つ
い
て
承
認
頂
き
ま
し
た
。

又
、
９
月
の
学
年
幹
事
総
会
で
は
作
家
室

積
光
氏
（
Ｓ
49
年
卒
）
に
講
演
を
依
頼
し

ま
し
た
。

　

以
下
に
今
後
の
関
東
支
部
の
日
程
と

「
う
し
お
」
34
号
の
抜
粋
を
掲
載
さ
せ
て

　

◆
宝
迫
一
女
（
か
ず
め
）
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〝
作
品
展
開
催 

〞 

　

関
東
支
部
で
も
総
会
時
の
ミ
ニ
光
潮
展

や
会
員
へ
の
祝
花
な
ど
で
活
躍
の
宝
迫

一
女
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）
の
作
品
展
「
深
雪

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
〜
野
の
花
が
好
き
〜
」

が
、
６
月
17
〜
22
日
（
木
〜
火
曜
、
10
〜

17
時
、
最
終
日
15
時
半
ま
で
）
光
市
の
冠

山
総
合
公
園
で
開
か
れ
る
。
深
雪
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
は
、
料
理
研
究
家
と
し
て
テ
レ

ビ
の
料
理
番
組
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
飯
田

深
雪
が
創
設
し
た
も
の
で
、
造
花
を
「
立

体
絵
画
」
と
い
う
ア
ー
ト
の
域
に
高
め
た

美
し
さ
が
特
徴
。「
今
回
は
、
制
作
中
の

写
真
も
展
示
し
、
み
な
さ
ん
に
手
順
も
ご

紹
介
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
観
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
、
光
の
お
知
り
合
い
に
も
伝
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
の
こ
と
。
宝
迫
さ
ん
は
深

雪
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
師
範
と
し
て
さ
い
た

ま
市
の
自
宅
で
も
レ
ッ
ス
ン
を
行
な
っ
て

い
る
。　
　
　
　

頂
き
ま
す
。

関

東

支

部

か

ら

関
東
支
部
事
務
局
長　

藤
井　

政
道
（
昭
和
47
年
卒
）

支部だより

　

平
成
22
年
度　

　
　

関
東
支
部
の
日
程

○
９
月
11
日
（
土
）
12
時
〜

　
　
　

学
年
幹
事
総
会

　
「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」

　
○
10
月
23
日
（
土
）
3
時
〜

　
　
　

関
東
支
部
総
会

　
「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」

　
○
11
月
中
旬 

18
時
30
分
〜

　
　
　

第
２
回
常
任
幹
事
会

　
「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」

中原靖生会長

＊関東支部事務局ご案内＊
〒 164 － 0012
東京都中野区本町６丁目 35番 14号　
アダチビル６階　アポロ環境衛生㈱内

事務局長　藤井政道（Ｓ 47年卒）

　ＴＥＬ ０３（５３４０）３０５５
Ｆ Ａ Ｘ ０３（５３４０）３０８８
Ｅメール   info-b@apollokankyou.co.jp

関
東
支
部
機
関
紙

　
「
う
し
お
」
34
号
よ
り
抜
粋
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◆
総
会
お
楽
し
み
抽
選
会
特
賞

「
ふ
ぐ
宅
配
便
セ
ッ
ト
（
５
人
前
）」
ゲ
ッ
ト
！

　

総
会
で
は
毎
年
、
空
ク
ジ
な
し
の
「
お

た
の
し
み
抽
選
会
」
が
あ
り
、
光
市
直
送

の
海
鮮
品
や
干
物
、
光
市
の
窯
に
よ
る
陶

器
類
な
ど
が
当
た
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
作
秋
の
総
会
で
は
田
中
春
子
さ
ん

（
Ｓ
27
卒
）
が
特
賞
に
当
選
。
そ
の
感
想

と
御
礼
の
言
葉
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
関

東
支
部
総
会
に
は
初
回
か
ら
毎
年
出
席
し

て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
当

た
っ
た
の
は
ヒ
ジ
キ
程
度
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
回
、
初
め
て
ふ
ぐ
の
券
が
当
た

り
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
。
年
末
に
届
け

て
も
ら
っ
て
妹
３
人
も
呼
び
、
ほ
ん
と
う

に
ビ
ッ
ク
リ
の
立
派
な
皿
と
ふ
ぐ
一
式
を

鍋
に
し
て
盛
大
な
年
忘
れ
と
な
り
ま
し

た
。
大
き
な
皿
に
盛
ら
れ
た
絵
の
よ
う
に

見
事
な
ふ
ぐ
さ
し
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

今
年
は
運
が
良
か
っ
た
の
か
し
ら
と
明
る

い
気
分
で
し
た
」

　

聞
け
ば
、
こ
の
「
ふ
ぐ
一
式
」
の
お
値

段
は
２
万
３
５
０
０
円
と
か
。
総
会
出
席

者
１
０
０
人
強
に
１
人
は
、
け
っ
こ
う
な

確
率
。
あ
な
た
も
総
会
に
出
席
し
て
「
ふ

ぐ
一
式
」
ゲ
ッ
ト
を
狙
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

◆
第
４
回　

ゴ
ル
フ
同
好
会

　

桜
舞
い
、
つ
つ
じ
咲
き
乱
れ
る
4
月
14

日
（
水
）、『
武
蔵
野
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
』

於
い
て
第
４
回
ゴ
ル
フ
同
好
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
１
９
６
０
年
開
場
の
名
門

ク
ラ
ブ
で
、
当
関
東
支
部
監
事
の
高
山
信

夫
（
Ｓ
55
）
氏
の
マ
イ
コ
ー
ス
で
す
。
今

回
は
中
原
会
長
（
Ｓ
34
）
以
下
、
古
地
副

会
長
（
Ｓ
40
）、
平
原
久
嗣
（
Ｓ
36
）、
久

保
和
克
（
Ｓ
36
）、
小
熊
俊
次
（
Ｓ
42
）、

高
山
信
夫
（
Ｓ
55
）、
藤
井
政
道
（
Ｓ
47
）

と
藤
井
の
家
内
、
計
８
名
が
出
走
し
、
や

や
狭
い
難
し
い
コ
ー
ス
で
悪
戦
苦
闘
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
尚
、
ス
コ
ア
・
成
績
に

つ
い
て
は
披
露
致
し
ま
せ
ん
。

（
記 

Ｓ
47
年
卒 

藤
井
）

  

編
集
後
記 

〜
帰
去
来
兮
。
田
園
将
蕪
〜 

　

２
月
と
４
月
に
数
日
帰
省
し
て
は
実
家

の
畑
を
耕
し
た
。
生
来
の
農
夫
だ
っ
た
義

父
が
亡
く
な
っ
て
14
年
。
畑
を
世
話
し
て

く
れ
て
い
た
お
ば
さ
ん
も
亡
く
な
り
、
こ

こ
数
年
は
誰
も
畑
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い

な
い
。
か
つ
て
豊
か
に
季
節
の
野
菜
を
育

ん
で
い
た
畑
は
、
わ
ず
か
数
年
の
間
に
キ

リ
ン
草
（
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
）
に
覆

わ
れ
、
片
側
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
は
笹
に
侵

食
さ
れ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
密
生
し
た

ま
ま
立
ち
枯
れ
て
い
る
キ
リ
ン
草
を
抜
こ

う
と
す
る
と
、
カ
ヅ
ラ
の
蔓
が
縦
横
無
尽

に
地
を
這
い
、
根
を
張
り
、
キ
リ
ン
草
に

絡
ま
っ
て
い
る
。
か
ろ
う
じ
て
畑
の
体
裁

に
戻
す
作
業
で
さ
え
再
開
墾
に
近
い
重
労

働
で
丸
２
日
か
か
っ
た
。

　

明
日
は
帰
京
と
い
う
日
の
日
暮
れ
近

く
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
５
㎏
と
人
参
・

春
菊
な
ど
の
種
を
蒔
く
。
こ
れ
が
２
月
。

４
月
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
地
這
キ
ュ
ウ

リ
・
枝
豆
の
種
を
蒔
い
た
。
ろ
く
に
肥
料

も
撒
か
ず
、
し
ゃ
に
む
に
耕
し
た
畑
か
ら

僅
か
で
も
収
穫
が
あ
れ
ば
い
い
が
。　
　

（
記
Ｓ
47
年
卒 

来
戸
）

 

平
成
22
年
度

　
　
　
【
関
東
支
部
役
員
名
簿
】

◎
特
別
顧
問 

宗
内　

徳
行

 

松
岡
満
寿
男

 

西
崎　

好
一
（
Ｓ
26
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
顧　
　

問 

重
岡　

健
司
（
Ｓ
27
）

 

松
岡　

純
雅
（
Ｓ
27
）

 

近
藤　

克
彦
（
Ｓ
32
）

◎
会　
　

長 

中
原　

靖
生
（
Ｓ
34
）

◎
副 

会 

長 

山
本　

義
博
（
Ｓ
37
）

 

古
地　

昭
彦
（
Ｓ
40
）

　

 

松
尾　
　

淸
（
Ｓ
46
）

◎
監　
　

査 

高
山　

信
夫
（
Ｓ
55
）

◎
常
任
幹
事 

石
川　

幸
恵
（
Ｓ
29
）

 

吉
規　

忠
雄
（
Ｓ
32
）

 

古
閑　

宣
仁
（
Ｓ
42
）

 

森
光　

克
己
（
Ｓ
43
）

　

 

大
国　

邦
子
（
Ｓ
44
）

 

大
串　

正
春
（
Ｓ
45
）

 

来
戸
由
起
子
（
Ｓ
47
）

　

[

事
務
局
長] 

藤
井　

政
道
（
Ｓ
47
）

　

 

筒
井　

俊
弘
（
Ｓ
53
）

　

[

事
務
局
次
長] 

中
村　

文
彦
（
Ｓ
55
）

 

吉
村　
　

忠
（
Ｓ
60
）
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昭
和
30
年
卒
の
鎌
田　

誠
で
す
。
昨
年

８
月
、
守
田　

清
先
輩
の
後
任
と
し
て
、

関
西
支
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
11
月
13
日
に
、
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
多
数
の
ご
参
加
を
得
て

盛
会
た
ら
し
め
る
べ
く
役
員
一
同
苦
心
し

て
お
り
、
こ
の
８
月
に
は
一
同
参
集
、
打

ち
合
わ
せ
を
行
な
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
41
年
ご
卒
業
の
田
村　

周
治
さ
ん
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
氏
の
事
務
所
に
お
い
て

役
員
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
関
東
支
部
会
に
出
席
し
ま

し
た
。
107
人
の
同
窓
生
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
30
人
弱
の
関
西
支
部
総
会
出
席

者
に
比
べ
て
、
母
集
団
の
大
小
は
あ
る
も

の
の
、
華
や
か
で
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
接

し
、
あ
る
種
の
羨
望
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

感
じ
た
こ
と
は
、
①
組
織
（
連
絡
網
）

の
充
実
。
出
席
者
は
年
配
組
が
圧
倒
的
に

多
い
が
、
連
絡
網
は
平
成
卒
業
組
の
年
度

を
よ
く
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
②
毎
年
開
催

さ
れ
る
。（
関
西
支
部
は
隔
年
）
③
二
次

会
は
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
盛
り
上

が
っ
た
。（
三
次
会
組
も
い
た
）
④
会
費

制
度

　

こ
の
小
生
の
感
想
は
、
す
で
に
役
員
の

皆
様
に
は
ご
披
露
し
ま
し
た
。
方
法
論
は

こ
の
８
月
の
役
員
会
で
詰
を
行
う
予
定
で

す
が
、
今
秋
の
支
部
総
会
に
で
き
る
だ
け

の
ご
提
案
を
し
て
、
会
員
諸
兄
諸
姉
の
ご

意
見
を
賜
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
30
年
組
は
な
か
な
か
団
結
力
？
が

あ
っ
て
、
比
較
的
出
席
率
が
高
く
、
例
年

10
名
程
度
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
関

東
支
部
に
お
い
て
も
、
結
構
な
参
加
者
数

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
役
員
を
務
め

ら
れ
た
中
山　

肇
君
や
福
本　

悦
治
君
た

ち
が
牽
引
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
た
い
。
昨
秋
、
灘
辺　

美
津
江
さ
ん

（
旧
姓
）
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、

大
阪
の
某
所
に
て
意
見
の
交
換
を
致
し
ま

し
た
。（
中
山
は　

我
々
の
時
代
の
校
長

で
あ
っ
た
中
山　

保
則
氏
の
御
子
息
で
あ

る
）。

　

同
窓
会
と
は
な
ん
ぞ
や
？

　

故
郷　

光
へ
の
万
感
の
思
い
。
恩
師
、

友
人
へ
の
個
別
的
な
思
い
出
。
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
懐
か
し
き
記
憶
ｅ
ｔ
ｃ
。
別
に

難
し
い
議
論
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互

い
に
飲
み
、
食
べ
て
、
語
ら
っ
て
意
義
の

あ
る
楽
し
さ
を
共
有
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
母
校
の
発
展
を
希
お
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

上
海
万
博
の
盗
用
で
話
題
と
な
っ
た
岡

本　

真
夜
さ
ん
の
〝
そ
の
ま
ま
の
君
で
い

て
〞
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
く
〝
・・・
も
っ

と
自
由
に
、
も
っ
と
素
直
に
・
・
・
疲
れ

た
と
き
は
い
つ
で
も
い
い
よ
、
帰
っ
て
お

い
で
・
・
・
〞。

　

今
年
の
夏
は
チ
ャ
ン
ス
到
来
！
光
高
は

強
い
ぞ
！
甲
子
園
球
場
に
集
ま
り
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
お
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

関

西

支

部

か

ら

関
西
支
部
長　

鎌
田　

誠
（
昭
和
30
年
卒
）

支部だより

＊関西支部事務局ご案内＊

〒 530 － 0041

大阪市北区天神橋 3丁目 2番 13号

大阪謄写館ビル 704　有限会社タムラ不動産鑑定内

ＴＥＬ ０６（６８８１）０９００

アドレス http://koutyoukansai.hp.infoseek.co.jp/
Ｅメール tamura@heart.email.ne.jp
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同
窓
会
幹
事　

市
來　

健
之
助
（
昭
和
32
年
卒
）

冠山総合公園一帯から水無瀬島を望む（平成 22 年春）

　

当
時
、
広
大
な
敷
地
に
平
屋
木
造
建
て

の
校
舎
が
整
然
と
立
ち
並
び
、
一
周
四
百

米
の
コ
ー
ス
を
持
っ
た
県
公
認
陸
上
競
技

場
と
野
球
場
も
あ
る
本
校
に
、
昭
和
三
十

年
一
月
編
入
学
以
来
二
年
間
、
の
び
の
び

と
高
校
生
活
を
楽
し
ん
だ
。

　

陸
上
競
技
場
の
フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
連
敗

続
き
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
に
、
一
勝
を
も

た
ら
す
夢
を
持
ち
、
練
習
に
余
念
な
く
励

み
、
県
予
選
で
対
戦
チ
ー
ム
と
引
き
分
け

た
、
あ
の
善
戦
の
感
激
は
、
友
情
に
満
ち

た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
共
に
、
忘
れ
が
た
い

一
こ
ま
で
あ
る
。

　

小
・
中
学
校
を
含
め
、
本
校
卒
業
ま
で
、

延
べ
九
校
転
校
し
た
小
生
に
と
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
が
懐
か
し
い
思
い
出
と

共
に
母
校
で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
一
年
に
、
北
朝
鮮
か
ら
の

引
き
揚
げ
と
い
う
特
異
的
な
事
由
も
絡
み

合
い
、
終
戦
後
の
荒
廃
し
た
時
代
を
生
き

た
、
一
つ
の
人
生
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

　

そ
の
間
、
転
入
校
で
初
め
て
の
担
任
の

先
生
と
の
出
会
い
は
何
れ
の
学
校
も
忘
れ

難
い
も
の
で
、
ご
存
命
の
恩
師
と
の
賀
状

の
や
り
取
り
は
未
だ
に
続
い
て
い
る
。
こ

の
事
は
、
多
く
の
良
き
先
生
に
出
会
っ
た

幸
運
な
一
面
で
も
あ
り
、
転
校
の
特
典
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
友
人
も
し
か
り
で

あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
格
別
な
思
い
出
深
い
、
か

つ
て
の
本
校
の
跡
地
も
工
場
に
建
て
替
わ

り
、
面
影
薄
い
の
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
、
永
年
に
亘
っ
て
築
か
れ
た
光
高

校
魂
は
、
永
遠
に
輝
く
先
人
達
の
遺
産
で

あ
り
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
事
が
私
た
ち
光

潮
会
仲
間
の
責
務
と
考
え
る
。

私　

の　

母　

校
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同
窓
会
幹
事　

全
日
制
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

都
野　

悦
弘
（
昭
和
53
年
卒
）

入学式当日の新入生の表情（平成 22 年 4月）

　

私
は
、
現
在
、
自
分
の
母
校
で
も
あ
る

本
校
の
全
日
制
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
引
き
受

け
て
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
母
校
と
本
会
の
二
つ
の
組
織

が
今
後
発
展
し
て
い
く
た
め
の
要
素
は
何

か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
の
中
に
い
る
人
、
つ
ま
り
、
後
輩
（
在

校
生
）
や
会
員
の
皆
様
が
光
高
校
生
あ
る

い
は
卒
業
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を

も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
で
、
常
々
、

高
校
生
の
保
護
者
と
し
て
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
、
言
い
換
え
れ
ば
「
親
の

責
任
」、「
家
庭
の
責
任
」
に
つ
い
て
、
保

護
者
の
皆
様
に
問
い
か
け
、
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
未
来
へ
の
期
待
と
不

安
で
揺
れ
動
く
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
の

責
任
を
考
え
る
と
、
親
と
し
て
の
不
安
や

迷
い
も
当
然
生
じ
て
き
ま
す
が
、
一
歩
進

ん
で
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
保
護
者
自

身
が
生
き
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
光
高
校
は
地
域
の
進
学
校
と
し
て

皆
様
に
温
か
く
愛
さ
れ
育
ま
れ
、
ま
た
、

多
く
の
先
輩
方
の
ご
努
力
に
よ
り
築
き
あ

げ
ら
れ
、
今
日
ま
で
発
展
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
を
今
一
度
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
、
在
校
生
は
、
高
校

生
と
し
て
の
本
分
を
全
う
し
、
校
訓
で
あ

る
「
至
誠
一
貫
、
質
実
剛
健
、
堅
忍
不
抜
」

と
文
武
両
道
の
校
風
の
中
で
、「
知
」「
徳
」

「
体
」「
情
」
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
を
目

指
し
、
卒
業
生
で
あ
る
会
員
の
皆
様
は
、

社
会
の
中
で
規
範
意
識
を
持
ち
、
社
会
貢

献
を
実
践
す
る
な
ど
の
行
動
を
と
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
個
々
に
磨
か
れ
た
努

力
を
結
集
し
、
在
校
生
と
卒
業
生
相
互
の

誇
り
あ
る
行
動
と
連
携

連
携
を
図
り
連
帯
感
を
醸
成
し
て
い
く
こ

と
が
両
組
織
の
今
後
の
発
展
へ
の
光
明
と

な
り
え
る
鍵
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
互
い
向
上
心
を
持
ち
切
磋
琢
磨
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
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河
田　

理
枝
（
昭
和
27
年
卒
）

校内の満開の桜（平成 22 年春）

　

六
年
の
時
、
戦
争
が
終
わ
り
、
教
科
書

に
墨
を
塗
っ
て
世
の
中
が
逆
さ
ま
に
な
っ

た
こ
と
を
感
じ
、
翌
年
室
積
高
女
併
設
中

学
校
に
入
学
し
、
新
聞
紙
を
綴
じ
た
よ
う

な
教
科
書
で
勉
強
し
た
覚
え
が
あ
り
ま

す
。
教
育
制
度
も
ア
メ
リ
カ
流
と
な
り
、

高
校
に
は
横
す
べ
り
で
男
子
校
に
入
り
、

男
女
共
学
で
民
主
主
義
を
学
び
、
自
由
闊

達
な
雰
囲
気
の
中
で
過
し
ま
し
た
。
当
時

は
物
も
食
料
も
不
足
し
て
い
て
貧
し
い
人

も
多
く
、
特
に
私
は
事
務
局
の
掲
示
板
に

授
業
料
未
納
の
名
前
が
貼
り
出
さ
れ
る
の

が
恥
ず
か
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
新
聞
部
に
入
っ
て
社
会
の

最
先
端
を
行
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
端
く

れ
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

敗
戦
と
は
い
え
、
高
校
生
活
は
青
い
山

脈
の
歌
に
あ
る
よ
う
な
明
る
い
雰
囲
気
で

し
た
が
、
迷
い
の
多
い
青
春
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
に
と
っ

て
最
も
貴
重
な
経
験
は
、
私
達
が
歴
史
の

転
換
点
に
立
ち
会
え
た
こ
と
で
す
。
何
が

起
こ
ろ
う
と
、
あ
る
時
は
猛
々
し
く
闘

い
、
あ
る
時
は
忍
耐
強
く
生
き
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
は
ボ
ケ
防
止
に
ウ
ク

レ
レ
を
弾
き
な
が
ら
、
老
人
の
サ
ロ
ン
で

同
世
代
の
人
と
ぼ
け
な
い
小
唄
を
歌
い
、

喋
り
、
ぴ
ん
ぴ
ん
コ
ロ
リ
と
あ
の
世
へ
旅

立
ち
た
い
と
虫
の
い
い
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

光
高
の
思
い
出
と　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
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大
和
江　

智
宏
（
平
成
２
年
卒
）

　

私
は
本
県
で
教
職
に
携
わ
っ
て
い
る
。

校
種
は
中
学
校
で
あ
る
。
仕
事
柄
、
何
度

か
母
校
光
高
校
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
る
。

数
年
前
の
高
校
受
験
の
引
率
の
折
、
上
司

の
計
ら
い
で
母
校
光
高
校
を
訪
れ
た
。
卒

業
し
て
20
年
が
経
と
う
と
い
う
の
に
校
地

に
入
る
と
か
つ
て
自
分
が
使
っ
た
下
駄

箱
、
教
室
、
食
堂
に
至
る
ま
で
高
校
時
代

の
日
々
が
は
っ
き
り
と
思
い
出
さ
れ
、
10

代
に
戻
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
錯

覚
を
起
こ
す
。
若
々
し
く
楽
し
か
っ
た
高

校
時
代
の
思
い
出
が
一
挙
に
吹
き
出
し
て

く
る
の
だ
。
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
の
学
生

時
代
を
思
い
、
現
在
の
学
生
を
見
る
と
、

ふ
と
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
生
徒
の
進
路
へ
の
意
識
の
変
化
で

あ
る
。

　

全
国
的
に
不
登
校
や
無
気
力
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
県
も
例
外
で
は
な

い
。
将
来
に
対
し
て
夢
や
目
標
を
持
つ
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
進
学
し
た
い
高
校
が

決
め
ら
れ
な
い
生
徒
が
い
る
。
反
面
、
不

景
気
で
あ
る
た
め
コ
ン
パ
ク
ト
に
自
分
を

ま
と
め
よ
う
と
「
資
格
が
取
れ
る
高
校
」、

「
就
職
に
つ
な
が
る
高
校
」
と
い
う
実
利

的
な
希
望
を
持
つ
生
徒
も
多
い
。
私
た
ち

の
時
代
に
は
少
数
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う

の
だ
が
…
…
。

　

進
路
に
悩
む
生
徒
達
と
の
関
わ
り
の

中
で
「
先
生
は
な
ぜ
高
校
に
進
学
し
た

の
？
」
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
改
め

て
聞
か
れ
る
と
答
え
に
窮
し
て
し
ま
う
。

は
た
し
て
私
は
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
光

高
校
に
進
学
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
残
念

な
が
ら
答
え
は
否
で
あ
る
。

　
「
近
所
の
普
通
高
校
だ
っ
た
か
ら
」
こ

れ
が
15
歳
の
私
が
光
高
校
へ
の
進
学
を
希

望
し
た
理
由
で
あ
る
。け
れ
ど
、私
に
と
っ

て
は
こ
の
選
択
が
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
私
が
入
学
し
た
当
時
、
光
高
校
生
徒

は
約
千
名
で
校
内
は
、
活
気
に
満
ち
て
い

た
。
千
人
も
い
れ
ば
様
々
な
人
間
が
い

る
。
自
分
の
可
能
性
を
極
限
ま
で
の
ば
そ

う
と
勉
学
に
い
そ
し
む
も
の
、
部
活
動
で

汗
を
流
し
、
文
武
両
道
を
目
指
す
も
の
、

勉
学
は
そ
っ
ち
の
け
で
仲
間
と
自
分
の
好

き
な
こ
と
没
頭
す
る
も
の
、
私
は
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
三
番
目
で
あ
っ
た
。
勉
学
は

も
と
よ
り
余
り
得
意
で
な
い
私
も
仲
間
と

語
ら
う
た
め
に
通
学
し
て
い
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
日
々
の
学
校
生
活
を
始
め
、

部
活
動
、
学
校
行
事
、
夜
遅
く
ま
で
残
り
、

い
っ
た
い
何
を
し
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な

い
が
。
仲
間
と
た
わ
い
の
な
い
こ
と
に
興

じ
、
青
臭
い
こ
と
を
語
り
な
が
ら
日
々
過

ご
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

普
通
高
校
で
あ
る
が
故
に
、
何
者
に
な

る
か
ま
だ
明
確
で
な
く
、
皆
が
自
分
の
可

能
性
を
模
索
し
て
い
る
、
そ
ん
な
学
校
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
私
は
そ
の
中
で
先

輩
や
友
の
姿
を
参
考
に
し
、
影
響
を
受
け

な
が
ら
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
。
漠
然
と
し
た
自
分
の
カ
タ
チ
を
形
成

し
て
く
れ
た
の
は
高
校
時
代
だ
っ
た
。
社

会
に
出
て
か
ら
光
高
校
卒
と
い
う
だ
け
で

近
し
さ
を
感
じ
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
職
場
の
先
輩
で
親

身
に
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
多

い
。
卒
業
し
て
な
お
母
校
の
あ
た
た
か
さ

を
感
じ
て
い
る
。

　

母
校
は
基
本
的
に
ひ
と
り
に
ひ
と
つ
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
他
と
比
べ
て
ど
う
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
自
分
を
育

ん
で
く
れ
た
母
校
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
高
校
と
は

様
々
な
こ
と
を
体
験
し
、
多
く
の
人
と
出

会
い
、
自
己
を
形
成
す
る
場
で
あ
る
と
思

う
。

　

私
は
幸
せ
な
こ
と
に
そ
ん
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
だ
か
ら
、生
徒
の「
高

校
に
行
く
理
由
は
何
で
す
か
？
」
と
い
う

質
問
に
こ
う
答
え
る
。「
そ
の
答
え
を
探

す
た
め
…
…
。」

希
望
の
光
燦
と
し
て
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藤
井　

政
彰
（
平
成
３
年
卒
）

　

光
高
校
を
卒
業
し
、
も
う
す
ぐ
20
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
光
高
校

を
卒
業
し
長
崎
で
大
学
生
活
4
年
を
過
ご

し
、
大
阪
市
で
6
年
間
営
業
の
仕
事
を
し

て
、
Ｕ
タ
ー
ン
で
光
に
還
っ
て
き
た
の
で

す
が
、
そ
の
10
年
間
で
洪
水
や
水
不
足
、

豪
雪
災
害
を
体
験
し
ふ
る
さ
と
光
市
の
住

み
よ
さ
と
恵
ま
れ
た
環
境
を
肌
で
感
じ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
生
の
時
、
光
高
校
が
甲

子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
学
で
知

り
合
っ
た
友
人
か
ら
出
場
に
際
し
、
驚
き

や
祝
福
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
後
輩
た
ち

が
頑
張
っ
て
掴
ん
だ
栄
光
を
大
変
誇
ら
し

く
、
頼
も
し
く
感
じ
た
こ
と
を
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　

光
市
を
離
れ
て
初
め
て
感
じ
る
こ
と
や

後
輩
の
活
躍
を
耳
に
し
、「
光
高
校
」
で

過
ご
し
た
日
々
を
思
い
出
し
、
そ
こ
で
過

ご
し
た
懐
か
し
さ
や
旧
友
の
こ
と
な
ど
、

ど
う
し
て
い
る
か
な
と
思
う
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
す
ぐ
卒
業
し
て

20
年
と
い
う
月
日
を
考
え
、
そ
ろ
そ
ろ
同

級
生
の
息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん
が
、
活
躍
し

て
く
る
こ
ろ
だ
な
ぁ
。
も
し
か
し
て
、
母

校
に
入
学
し
活
躍
し
て
い
る
か
も
・
・
・

と
い
う
こ
と
を
考
え
た
り
も
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
光
潮
同
窓
会
の
広
報
紙
の
寄

稿
に
あ
た
り
、
魅
力
あ
る
広
報
を
つ
く
る

た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
強
く
盛

り
込
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
い
ま
の
光
高
校
が
頑
張
っ
て
い
る
在

校
生
の
姿
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
世
代
が
頑
張
っ
て
い
た
頃
の
思
い
出
を

振
り
返
り
、
母
校
の
歴
史
と
伝
統
を
世
代

を
超
え
て
そ
の
姿
を
映
し
出
す
よ
う
な
内

容
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
懐
か

し
い
顔
や
共
感
す
る
思
い
出
が
見
出
さ

光
潮
同
窓
会
に
む
け
て

れ
光
潮
同
窓
会
へ
の
魅
力
が
高
ま
っ
て
い

く
の
で
は
い
か
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
皆

様
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
、
更
な
る

光
潮
同
窓
会
の
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

「対面式」終了後の全校集会（平成 22 年 4月）
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同
窓
会
実
行
委
員
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

平
成
22
年
度
同
窓
会
懇
親
会
実
行
委
員
長　

萬
谷 

竹
彦
（
昭
和
60
年
卒
）

　

光
高
校
で
の
思
い
出
。
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
の
特
に
思
い
入
れ
の
あ
る

も
の
を
二
つ
。
一
つ
目
は
高
校
生
活
の
ほ

と
ん
ど
の
時
間
を
費
や
し
た
と
思
わ
れ
る

野
球
部
で
の
活
動
。
そ
の
頃
の
野
球
部
は

甲
子
園
の
「
こ
」
の
字
も
見
え
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
青
春
の

汗
を
流
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
思
い
出

は
生
徒
会
活
動
。
何
を
思
っ
た
か
、
生
徒

会
長
選
挙
に
立
候
補
。
当
選
。
卒
業
式
の

送
辞
、
先
生
の
離
任
式
で
の
挨
拶
、
各
部

活
動
の
予
算
編
成
な
ど
な
ど
。
先
生
方
は

不
安
な
気
持
ち
で
見
守
っ
て
お
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
、

緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
い
生
徒
会
活
動
で

し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と

で
怒
っ
た
り
、
は
ぶ
て
た
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
喜
ん
だ
り
・
・
仲
間
た
ち
と

将
来
の
自
分
た
ち
を
語
り
合
っ
た
り
・
・
・

無
限
に
あ
る
と
錯
覚
を
起
こ
す
ほ
ど
の
緩

や
か
に
流
れ
る
高
校
生
活
の
時
間
。
今
か

ら
考
え
れ
ば
、
も
う
一
度
戻
り
た
い
よ
う

な
・
・
戻
り
た
く
な
い
よ
う
な
・
・
こ
ん

な
青
春
の
日
々
が
間
違
い
な
く
今
の
私
達

を
形
作
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
永
遠
の
夢
に
む
か
っ
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
八
月
十
四
日
に
ホ
テ
ル
松

原
屋
に
於
い
て
開
催
し
ま
す
。
年
代
は
違

え
ど
も
同
じ
教
室
で
学
び
、
遊
び
、
自
分

の
将
来
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
が
ん

ば
っ
た
も
の
同
士
が
集
い
、
こ
れ
か
ら
の

自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
も
の
を
持
ち

帰
る
・
・
・
ま
た
、
同
じ
学
校
で
青
春
時

代
を
過
ご
し
た
も
の
同
士
が
、
緩
や
か
な

連
帯
の
和
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
・
・
・

そ
ん
な
素
敵
な
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

サ
ブ
テ
ー
マ
「turn back the clock 

day

」
の
意
味
は
「
時
計
を
戻
す
日
」。

皆
さ
ん
の
時
計
を
高
校
時
代
に
戻
し
て
、

か
つ
て
の
自
分
に
思
い
を
寄
せ
に
、
ぜ

ひ
、
お
越
し
下
さ
い
。

1 年生「光潮セミナー」での「ワークトレーニング」
～ 1人でもはみ出したらクラスの輪（和）が乱れるよ

（平成 22 年 4月、光青年の家）

体育館側から正面入口
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（平成 22年６月２日付）

室積半島（象鼻ヶ岬）、左後方は尾島、奥後方は祝島（平成 22 年春）
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光
中
校
歌

　
　
　
　

横
尾　

石
夫　

氏
作

一
、
御
稜
威
四
海
に
燦
と
し
て

　
　

今
ぞ
明
け
ゆ
く
大
東
亜

　
　

周
防
の
灘
の
あ
ら
潮
に

　
　

雄
心
き
そ
ふ
健
児
吾
れ

　
　

か
ゞ
や
け
光
挙
げ
よ
そ
の
名

　
　

吾
が
学
び
舎
は
こ
ゝ
に
成
り
ぬ

二
、
大
み
を
し
へ
を
か
し
こ
み
て

　
　

御
旨
に
副
は
む
朝
な
夕

　
　

蛍
雪
窓
に
文
を
よ
み

　
　

練
武
不
磨
の
剣
を
と
ぐ

　
　

か
ゞ
や
け
光
挙
げ
よ
そ
の
名

　
　

吾
が
学
び
舎
は
こ
ゝ
に
成
り
ぬ

三
、
雲
畑
萬
里
す
め
ら
ぎ
の

　
　

御
旗
は
進
む
時
ぞ
今

　
　

い
さ
を
し
薫
る
父
祖
の
血
に

　
　

吾
れ
も
恥
な
き
神
州
舁

　
　

か
ゞ
や
け
光
挙
げ
よ
そ
の
名

　
　

吾
が
学
び
舎
は
こ
ゝ
に
成
り
ぬ

　
　
　

光
高
校
歌

一
、
希
望
の
光
燦
と
し
て

　
　

今
ぞ
明
け
行
く
新
日
本

　
　

周
防
の
灘
の
あ
ら
潮
に

　
　

鍛
え
磨
か
ん
身
と
心

　
　

輝
け
光
あ
げ
よ
そ
の
名

　
　

吾
が
学
び
舎
に
栄
え
あ
れ

二
、
高
き
理
想
の
峰
に
咲
く

　
　

真
理
求
め
ん
朝
な
夕

　
　

蛍
雪
窓
に
文
を
読
み

　
　

千
古
に
不
磨
の
想
を
練
る

　
　

輝
け
光
あ
げ
よ
そ
の
名

　
　

吾
が
学
び
舎
に
栄
え
あ
れ

三
、
広
く
文
化
の
枠
を
と
り

　
　

ま
も
る
正
義
の
自
由
人

　
　

四
海
の
友
と
手
を
と
り
て

　
　

ゆ
る
が
ぬ
平
和
打
ち
立
て
ん

　
　

輝
け
光
あ
げ
よ
そ
の
名

　
　

吾
が
学
び
舎
に
栄
え
あ
れ

　

室
女
校
歌

　
　

み
た
ら
い
学
園
歌

一
、
み
そ
ら
に
ゆ
る
く
波
う
ち
て

　
　

朝
日
に
映
ゆ
る
峰
つ
づ
き

　
　

峨
嵋
の
山
松　

え
ま
し
く
も

　
　

し
め
す
は
と
き
は
の
い
ろ
に
し
て

　
　

誓
い
て
つ
よ
か
れ　

新
ら
し
使
命

　
　

あ
あ　

室
積　

室
積

　
　

楽
し
き　

ま
な
び
や

二
、
真
昼
日
高
く
輝
き
て

　
　

島
山
遠
き　

周
防
灘

　
　

船
路
遥
け
く　

渡
る
に
も

　
　

力
は
「
ま
こ
と
」
の
舵
に
し
て

　
　

希
望
も
ゆ
た
け
く　

放
て
よ
眼

　
　

あ
あ　

室
積　

室
積

　
　

楽
し
き　

ま
な
び
や

三
、
虹
の
松
原　

象
鼻
岬

　
　

鼓
が
浦
に　

み
た
ら
い
に

　
　

く
だ
け
さ
さ
や
き　

湛
ふ
れ
ど

　
　

に
ご
ら
ぬ　

夕
べ
の
潮
に
し
て

　
　

競
え
ど　

睦
み
て
ほ
こ
れ
よ
き
よ
さ

　
　

あ
あ　

室
積　

室
積

　
　

楽
し
き　

ま
な
び
や
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編
集
後
記

　

光
高
等
学
校
同
窓
会
の
「
光
潮
会
報
」
は
、
昨
年
度
か
ら
年
1
回
、
毎
年
8
月
に
開
催
す
る
光
潮
同
窓
会
総

会
時
の
発
行
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
広
報
部
で
は
、「
光
潮
会
報
」
の
改
善
と
充
実
が
同
窓
会
の
活
性
化
、
発
展
に
つ
な
が
る
と
の
考
え

か
ら
、
今
回
の
「
会
報
第
63
号
」
の
発
行
に
当
た
り
、
広
報
委
員
会
（
会
報
編
集
会
議
）
を
2
回
開
催
し
、
同

窓
会
の
目
的
や
会
報
発
行
の
趣
旨
を
は
じ
め
、
会
報
の
あ
り
方
、
同
窓
生
に
読
ま
れ
る
会
報
、
会
報
の
Ｐ
Ｒ
や

配
布
方
法
、
母
校
の
発
展
に
向
け
て
の
提
言
、
在
校
生
へ
の
支
援
方
策
な
ど
、
ま
さ
に
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら

の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
報
で
は
、
こ
れ
ら
の
協
議
の
結
果
が
十
分
に
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
報
部

に
お
い
て
は
、
少
し
で
も
会
報
を
改
善
、
可
能
な
か
ぎ
り
会
報
の
充
実
を
図
ろ
う
と
い
う
気
運
だ
け
は
着
実
に

芽
生
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
支
部
組
織
で
あ
る
関
東
支
部
か
ら
は
藤
井
事
務
局
長
、
関
西
支
部
か
ら
は
、
新
し
く
支
部
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
鎌
田
支
部
長
か
ら
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
報
発
行
に
当
た
っ
て
は
、校
務
多
用
の
中
、同
窓
会
事
務
局
（
広
報
部
担
当
）
の
岡
部
彰
彦
先
生
（
数

学
担
当
、
昭
和
60
年
卒
）
に
は
、
広
報
委
員
会
の
開
催
、
原
稿
依
頼
、
出
稿
な
ど
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、私
（
守
田
）
は
、20
数
年
に
わ
た
り
、広
報
部
の
一
員
と
し
て
「
光
潮
会
報
」
の
発
行
・
編
集
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
会
報
発
行
の
第
一
線
か
ら
退
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
当
時
、
勤
務
先
の
光
市
役
所
で
公
私
と
も
に
尊
敬
す
る
岡
村
晃
治
先
輩
（
現
在
、
光
市
民
ホ
ー

ル
館
長
）
か
ら
広
報
部
の
業
務
を
引
き
継
い
で
、
20
数
年
と
い
う
長
い
年
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も

長
い
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
近
の
会
報
の
発
行
に
お
い
て
は
、
自
身
の
悪
し
き
実
態
と
し
て
、「
思
い

込
み
、
思
い
違
い
、
思
い
上
が
り
」
の
『
思
い
三
悪
』
な
る
も
の
が
顕
著
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
率
直
に

反
省
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
夏
に
発
行
の
次
回
の
会
報
か
ら
は
、
会
報
部
の
体
制
を
一
新
し
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
「
新
生
・
広
報
部
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
広
報
部
の
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
と
は
、
事

務
引
き
継
ぎ
も
含
め
て
、
広
報
部
の
円
滑
な
運
営
と
充
実
し
た
会
報
の
発
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
十
分
な
協

議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
ま
で
長
い
間
に
わ
た
り
、
温
か
く
も
力
強
い
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
関

係
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
深
甚
な
る
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
卒
業
生
の
会
員
の
皆
様
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
の
教
職
員

の
方
々
、
そ
し
て
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
願
い
ま
し
て
、『
最
後
の
編
集

後
記
』
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
同
窓
会
広
報
部
長　

昭
和
42
年
卒
、
守
田
義
昭
）

校舎遠望（平成 22 年春）
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